「（仮称）柏原市一般廃棄物処理基本計画」

策定委員会会議録
第2回　策定委員会

と　き・・・平成21年9月25日

ところ・・・柏原市教育センター3階　会議室

○委員各位の意見等

・3Rについてどのように考えるのか。ごみをリデュース、リユース、リサイクルを無視するような提言はありえない。3Rを基本としてそれらをどのように実行していくのかということを前提に提言していく。
・市民と行政との常設の意見交換の場を設け3R促進などを行うべきではないか。
・出てきたごみをどう分別するかだけでは根本的な解決にならないので、川上からごみを少なくする対策として、リサイクルよりもリユースということでリユースビンの活用がある。

ある調査によると缶やペットボトルよりもリユースビンを利用する方がCO2の排出が少ないという結果が出ている。さらには行政による回収方法に頼らず酒屋等の販売店などの市場での回収方法をとることで、税金の負担をかけずに対処しているところもある。今は、重点をリサイクルよりリユースに置くことが必要となっているのではないか。その仕組み作りを考えていくべきである。
・リユースビンの活用を増やす方法として、リユースビンを資源ごみとして回収するのではなく、リユースのルートに乗せる川下の方法と流通するリユースビンをもっと増やす川上の方法があり、この双方をやっている。このような税金を使わずにごみの減量をする様々な工夫があるので、常設の会議等があれば検討していくことができる。
・消費者が再生に係る費用を負担するという考え方も大切だか、市民レベルでは限界がある。利便性が高いと感じているペットボトルからリユースビンに変えるためには市民の意識を変える必要がある。市民にリユースビンの利用を強要するなど行政が動かないといけない。
・学校給食の牛乳にリユースビンを導入したり、集団回収に補助金を出すなど具体的な方法もある。
・ごみの減量を進めていく上でごみ袋の有料化を導入するなど、市民にコスト意識を持ってもらうことが大切である。しかし、不法投棄が増加することも考えられるので、有料化に際しては、啓発期間が必要。有料化でごみ処理コストの全てを賄えているわけではないことも周知すべきである。

・他市では多種分別を行っているところもあるので、柏原市に転入してくると柏原市の分別排出に対する意識の低さが感じられることがある。ごみ減量施策として行政が率先して多種分別のルール作りを行うべきである。
・ごみの減量化を進めるにあたり、市民の協力が必要である。減量の意識が高い市民と何でもかんでもごみとして排出する市民とがいるので、それらがともに同じ税金負担でいいものなのか疑問である。有料化を進めるとしても、最初のごみの排出からの処理を有料化するのがいいのか、あるいは一定量以上の排出者に対して有料化するのがいいのか検討すべきである。ごみの有料化は、全国的な流れとして当然すべきである。家電製品や自動車、パソコン等、すでにその処分が有料化となっている。今般は、家庭から排出されるごみについては、有料化するかどうするのかが問われているものであると思う。
・有料化するにしても、段階をおった形での導入にすべきである。粗大ごみについては、大阪府下でもほとんどの市町村が有料化している。ごみの有料化に先行して、粗大ごみの有料化を進めてみてもいいのではないか。市民のみなさんに、ごみは自己責任で処分するとの意識を植え付けていくことが重要である。
・ごみの有料化を進めていくと一定期間のごみ減量効果はあるが、引き続き減量化に対する施策を展開しなければ減量効果を維持することができないようである。

・何かをしなければいけないことを市民は理解している。
・レジ袋の有料化も進めるべきである。意識の高い市民はエコバック等を持参してレジ袋を貰わない人もいる。

・ごみの現状を把握していない市民も多くいるので、ごみの減量に関して啓発する機会を増やすことで、市民の意識が醸成されてくるのではないか。
・市民一人ひとりが、できることから実行すべきである。

・ごみの現状を啓発するため、啓発用のプログラムを作成してはどうか。

・市民に直接啓発することも大切だが、学校での環境教育に取り組むことで一定の効果が現れるのではないか。平成21年度から小学校の4年生、6年生を対象に環境教育を実施しているが、高校生や大学生、一般市民に対して実施するなど、環境教育の対象を拡大することも検討課題である。
・ごみの現状を把握してもらうために、各年齢層向けのコースを設け、ごみ処理場などの見学会を開催してみてはどうか。

・子供服のリサイクルは好評だったので、本などの交換会を開催するなどさらなるリサイクルを推進できればいいのではないか。
・回収業者が分別して排出したごみを混載して収集しているので、収集業者に問題があるのではないか。
・資源ごみがクリーンセンターに搬入されずに、持ち去りが頻繁に行われているようである。有価物として持ち去りされることによって、ごみ収集量が減るのは有難いことかもしれない。しかし、持ち去りされている資源ごみの量が不明確である。資源ごみの市の財源への影響の程度を勘案して、持ち去り禁止等の施策を講じるべきではないか。
・収集時間が6時からの地域もあるようだが、少し早すぎるのではないか。せめて、8時ぐらいからの収集でいいのではないか。ただ、収集開始時間を遅らせることで収集コストの非効率を招く可能性もあるので市で十分に検討をお願いしたい。
・他市の状況をみると午後3時を過ぎても生ごみが収集されていない状況もある。収集時間を8時からとしても現行の収集コストの維持を前提とすると柏原市においては、午前中での回収がなされない可能性がある。従来、午前中に収集していたものが夕方まで収集されないという状況も考えられる。各家庭のごみの収集時間は、慣れの問題でもあるので、定着している時間帯を大きく変えることは考えものである。
・生ごみの堆肥化は施策として行うことは困難であるが、公共施設等で行う草刈りで排出されるものについてだけでも堆肥化すれば少しでも減量できるのはないか。さらには肥料として活用できれば二次的な効果が得られるのはないか。
・子供会だけでなく、地域コミュニティーによる集団回収をもっと増やして減量・分別に取り組むべきである。紙など燃やすのではなく、貴重な資源として、ビン・缶などのように資源として回収する方法を検討すべきである。
・リサイクルできる資源を燃やすのではなく、有効に回収できる方法を検討すべきである。
・ごみ処理に経費が係るということを当然のこととして市民も行政も認識すべきである。

・ごみ処理に経費が係るのは理解できるが、処理するごみの量を減らして経費を抑える手法を検討すべきではないか。

・「3R優先の政策」が重要である。

・一般廃棄物処理基本計画を市民・事業所・行政がともに取り組むべき指針と認識されるようにキャッチコピーを掲げてもいいのではないか。
○次回の会議
・次回、第3回会議は、平成21年10月30日(金)　午後2時から柏原市教育センター3階会議室にて開催する。

